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(57)【要約】
【課題】点眼薬の投与が患者に負担をかけることなく行 
える点眼補助具が従来よりも手軽な構成で実現できるよ 
うにする。
【解決手段】点眼薬用ボトルが装着され、点眼薬用ボト 
ルに充填された点眼薬を患者の目に投与する点眼補助具 
である。点眼補助具は、点眼薬用ボトルの点眼薬の吐出 
口を有する先端部を下側に配置した状態で、容器の内部 
に収容された点眼薬用ボトルの吐出口の周囲と密着して 
保持する保持部材と、保持部材により保持された点眼薬 
用ボトルの吐出口から点眼薬を吸い上げ、吸い上げられ 
た薬液を、容器の外側に配置されたノズルから霧状に噴 
射する噴射機構部と、を備える。点眼薬用ボトルは、先 
端部の少なくとも１箇所を保持部材の孔に密着させた状 
態で容器に収容させるようにした。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 点 眼 薬 用 ボ ト ル が 装 着 さ れ 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル に 充 填 さ れ た 点 眼 薬 を 患 者 の 目 に 投 与 す る  
点 眼 補 助 具 で あ り 、
　 前 記 点 眼 薬 用 ボ ト ル を 内 部 に 収 容 可 能 な 容 器 と 、
　 前 記 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 点 眼 薬 の 吐 出 口 を 有 す る 先 端 部 を 下 側 に 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 容  
器 の 内 部 に 収 容 さ れ た 前 記 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 吐 出 口 の 周 囲 と 密 着 し て 保 持 す る 保 持 部 材 と  
、
　 前 記 保 持 部 材 に よ り 保 持 さ れ た 前 記 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 吐 出 口 か ら 点 眼 薬 を 吸 い 上 げ 、 吸  
い 上 げ ら れ た 薬 液 を 、 前 記 容 器 の 外 側 に 配 置 さ れ た ノ ズ ル か ら 霧 状 に 噴 射 す る 噴 射 機 構 部  
と 、 を 備 え る
　 点 眼 補 助 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 噴 射 機 構 部 と 前 記 保 持 部 材 と の 間 は 、 パ イ プ で 接 続 さ れ 、
　 前 記 容 器 の 外 側 に 突 出 し た 部 材 が 押 さ れ る こ と で 、 前 記 点 眼 薬 用 ボ ト ル 内 の 点 眼 薬 を 吸  
い 上 げ る よ う に し た
　 請 求 項 １ に 記 載 の 点 眼 補 助 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 持 部 材 は 、 柔 軟 性 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ て 、 前 記 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 吐 出 口 の 周  
囲 と 密 着 す る 形 状 の 孔 を 有 し 、
　 前 記 孔 の 途 中 で 、 前 記 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 先 端 部 と 密 着 す る よ う に し た
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 点 眼 補 助 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ イ プ は 、 途 中 が 曲 げ ら れ て 、 前 記 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 先 端 部 を 下 に 向 け た 状 態 で 、  
前 記 保 持 部 材 に 取 り 付 け ら れ る
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 点 眼 補 助 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 点 眼 薬 を 点 眼 す る 際 に 使 用 す る 点 眼 補 助 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 点 眼 薬 は 、 樹 脂 で 形 成 さ れ た 小 型 の 点 眼 薬 用 ボ ト ル に 充 填 さ れ 、 点 眼 薬 の 投 与 を 受 け る  
本 人 が 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル を 手 で 持 っ て 、 目 の 真 上 か ら 目 に 点 眼 薬 を 滴 下 さ せ て い る 。 こ の  
点 眼 薬 を 滴 下 さ せ る 点 眼 作 業 は 、 目 を 上 に 向 け た 姿 勢 で 、 目 を 見 開 い て ま ぶ た や ま つ 毛 を  
避 け て 、 確 実 に 目 に 滴 下 さ せ る 必 要 が あ り 、 容 易 な 作 業 と は 言 え な か っ た 。 ま た 、 点 眼 薬  
の 滴 下 量 に つ い て も 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル を 手 で 押 す 強 さ に 対 応 す る た め 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル を  
押 す 強 さ が 強 い と 、 多 く 滴 下 さ れ て し ま い 、 薬 液 が 無 駄 に な っ て し ま う と い う 問 題 も あ っ  
た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 点 眼 薬 に つ い て は 様 々 な 問 題 が 提 起 さ れ 、 従 来 か ら 点 眼 を よ り 良 好 に 行 え る  
も の が 提 案 さ れ て い る 。
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 眼 薬 を 霧 化 部 に て 霧 化 し て 霧 状 の 薬 液 粒 子 と し 、 こ れ を 患 者 の  
眼 球 表 面 に 向 け て 噴 霧 供 給 す る 眼 薬 噴 霧 供 給 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に 記 載 の  
眼 薬 噴 霧 供 給 装 置 に よ れ ば 、 点 眼 薬 を 患 者 の 眼 球 表 面 に 向 け て 噴 霧 供 給 す る こ と で 、 従 来  
よ り も 楽 に 患 者 に 点 眼 薬 を 投 与 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ５ １ ４ ５ ５ １ ４ 号 公 報
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【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 眼 薬 噴 霧 供 給 装 置 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 眼 薬  
を 霧 化 す る も の で あ り 、 超 音 波 振 動 子 を 振 動 さ せ る 駆 動 源 な ど が 必 要 で あ り 、 非 常 に 大 掛  
か り な 装 置 構 成 に な っ て い る 。
　 通 常 、 点 眼 薬 が 充 填 さ れ た 点 眼 薬 用 ボ ト ル は 、 雑 菌 な ど が 混 入 す る の を 防 ぐ た め に 使 い  
捨 て で あ る の に 対 し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 眼 薬 噴 霧 供 給 装 置 は 、 超 音 波 振 動 子 や そ  
の 駆 動 源 な ど が 必 要 で あ る た め 高 価 な も の と な っ て お り 、 繰 り 返 し 使 用 す る こ と が 想 定 さ  
れ て い る 。 し た が っ て 、 繰 り 返 し 使 用 す る た め に は 洗 浄 な ど が 必 要 に な る た め 、 医 療 機 関  
な ど で の 使 用 が 想 定 さ れ 、 患 者 が 日 常 的 に 手 軽 に 使 用 で き る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 患 者 に 負 担 を か け る こ と な く 、 従 来 よ り も 手 軽 な 構 成 で 点 眼 薬 の 投 与 を 実 現  
す る こ と が 可 能 な 点 眼 補 助 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 点 眼 補 助 具 は 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル が 装 着 さ れ 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル に 充 填 さ れ た 点 眼  
薬 を 患 者 の 目 に 投 与 す る 点 眼 補 助 具 で あ る 。
　 構 成 と し て は 、
　 点 眼 薬 用 ボ ト ル を 内 部 に 収 容 可 能 な 容 器 と 、
　 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 点 眼 薬 の 吐 出 口 を 有 す る 先 端 部 を 下 側 に 配 置 し た 状 態 で 、 容 器 の 内 部  
に 収 容 さ れ た 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 吐 出 口 の 周 囲 と 密 着 し て 保 持 す る 保 持 部 材 と 、
　 保 持 部 材 に よ り 保 持 さ れ た 点 眼 薬 用 ボ ト ル の 吐 出 口 か ら 点 眼 薬 を 吸 い 上 げ 、 吸 い 上 げ ら  
れ た 薬 液 を 、 容 器 の 外 側 に 配 置 さ れ た ノ ズ ル か ら 霧 状 に 噴 射 す る 噴 射 機 構 部 と 、 を 備 え る  
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル を 収 容 さ せ た 上 で 、 噴 射 機 構 部 を 操 作 す る だ け で 簡 単  
に 点 眼 薬 を 患 者 の 目 に 噴 射 さ せ る こ と が で き 、 楽 な 姿 勢 で 点 眼 薬 の 投 与 が 可 能 に な る 。 こ  
の 場 合 、 本 発 明 の 点 眼 補 助 具 は 、 容 器 内 に 点 眼 薬 用 ボ ト ル を 収 容 さ せ る た め 、 点 眼 薬 用 ボ  
ト ル か ら 点 眼 液 を 移 し 替 え る 必 要 が な く 、 比 較 的 簡 単 な 構 成 で 手 軽 に 点 眼 薬 を 患 者 の 目 に  
噴 射 さ せ る こ と が で き る の で 、 使 い 捨 て と す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 例 に よ る 点 眼 補 助 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 例 に よ る 点 眼 補 助 具 の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 例 （ 以 下 、 「 本 例 」 と 称 す る ） の 点 眼 補 助 具 を 、 添 付 図 面  
を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 は 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
　 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ は 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ を 内 部 に 収 容 で き る 容 器 １ １ ０ と 、 容 器 １  
１ ０ の 上 側 に 開 閉 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 蓋 １ ２ ０ と 、 蓋 １ ２ ０ に 取 り 付 け ら れ た 噴 射 機 構  
部 １ ４ ０ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 容 器 １ １ ０ は 、 例 え ば 透 明 な 樹 脂 で 形 成 さ れ 、 上 部 に 蓋 １ ２ ０ を 取 り 付 け る た め の 螺 旋  
状 の 溝 １ １ １ を 設 け 、 そ の 溝 １ １ １ に 蓋 １ ２ ０ を ね じ 込 む こ と で 、 容 器 １ １ ０ に 蓋 １ ２ ０  
を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 容 器 １ １ ０ に 蓋 １ ２ ０ を 取 り 付 け た と き 、 容 器 １ １ ０ の 内 部  
が 密 着 さ れ た 状 態 に な る 。
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　 な お 、 蓋 １ ２ ０ を 容 器 １ １ ０ に ね じ 込 む 構 成 で 取 り 付 け る 構 成 と す る の は 一 例 で あ り 、  
そ の 他 の 構 成 で 蓋 １ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 容 器 １ １ ０ を 透 明 な  
樹 脂 で 形 成 し た の も 一 例 で あ り 、 不 透 明 な 樹 脂 で 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 容 器 １ １ ０ の 表  
面 に は 、 利 用 者 が 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ を 手 で 保 持 す る 際 に フ ィ ッ ト す る 窪 み を 設 け て も よ い  
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 蓋 １ ２ ０ の 上 部 （ 容 器 １ １ ０ の 外 側 ） に は 、 噴 射 機 構 部 １ ４ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。  
噴 射 機 構 部 １ ４ ０ は 、 ベ ー ス 部 １ ４ １ が 、 蓋 １ ２ ０ の 中 央 の 取 り 付 け 孔 １ ２ １ に ね じ 込 み  
な ど で 取 り 付 け ら れ る 。
　 こ の 噴 射 機 構 部 １ ４ ０ の 、 ベ ー ス 部 １ ４ １ に は 、 側 面 に ノ ズ ル １ ４ ３ を 有 す る 突 起 部 材  
１ ４ ２ が 配 置 さ れ 、 突 起 部 材 １ ４ ２ の 上 端 １ ４ ２ ａ が 下 側 （ 矢 印 Ｍ 方 向 ） に 押 さ れ る こ と  
で 、 容 器 １ １ ０ 内 に 装 着 さ れ た 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ か ら 点 眼 薬 が 吸 い 上 げ ら れ 、 吸 い 上  
げ ら れ た 点 眼 薬 が ノ ズ ル １ ４ ３ か ら 霧 状 に 噴 射 さ れ る 。 な お 、 突 起 部 材 １ ４ ２ は 回 転 さ せ  
る こ と が 可 能 で あ り 、 突 起 部 材 １ ４ ２ の 回 転 で ノ ズ ル １ ４ ３ の 位 置 は 調 整 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 容 器 １ １ ０ 内 に 装 着 さ れ る 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ は 、 図 １ に 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 直 径  
１ ． ５ c m ～ ２ c m 程 度 の 円 筒 形 状 の 薬 液 貯 蔵 部 ２ １ ０ の 上 （ 図 １ で は 下 ） に 、 径 が 細 く な  
っ た キ ャ ッ プ 取 付 部 ２ ２ ０ が 形 成 さ れ 、 さ ら に キ ャ ッ プ 取 付 部 ２ ２ ０ の 先 端 に 点 眼 口 ２ ３  
０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 そ し て 、 点 眼 口 ２ ３ ０ に 形 成 さ れ た 細 孔 ２ ３ １ か ら 、 点 眼 薬 を 取 り 出 す 構 成 に な っ て い  
る 。 図 １ で は 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ の 上 下 を 反 転 さ せ て 示 す 。 な お 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２  
０ ０ の サ イ ズ や 形 状 に は 様 々 な も の が あ り 、 図 １ に 示 す サ イ ズ の も の は 一 例 で あ る 。
　 こ の よ う な 構 成 の 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ 取 付 部 ２ ２ ０  
の 点 眼 口 ２ ３ ０ を 下 側 に 向 け た 状 態 で 、 保 持 部 材 で あ る 樹 脂 部 材 １ ３ ０ の 孔 １ ３ ２ ， １ ３  
３ に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 樹 脂 部 材 １ ３ ０ は 、 シ リ コ ン な ど の 柔 軟 性 を 有 す る 素 材 で 成 形 さ れ 、 円 筒 形 状 の 孔 １ ３  
２ と 、 そ の 円 筒 形 状 の 孔 １ ３ ２ に 連 続 し た 円 錐 形 状 の 孔 １ ３ ３ と を 有 す る 。 さ ら に 、 円 錐  
形 状 の 孔 １ ３ ３ の 最 も 狭 く な っ た 箇 所 に は 、 円 錐 形 状 の 孔 １ ３ ３ に 接 続 さ れ た 細 孔 １ ３ ４  
を 有 す る 。
　 細 孔 １ ３ ４ の 周 囲 は 、 樹 脂 部 材 １ ３ ０ の 直 径 が 細 く な っ た 段 差 部 １ ３ １ と な っ て お り 、  
そ の 段 差 部 １ ３ １ に 、 パ イ プ １ １ ２ の 一 端 部 １ １ ２ ａ が 接 続 さ れ る 。
　 な お 、 樹 脂 部 材 １ ３ ０ は 、 少 な く と も 孔 １ ３ ２ ， １ ３ ３ の 周 辺 が 柔 軟 性 を 有 す る 素 材 で  
あ れ ば よ く 、 そ の 他 の 箇 所 は 硬 質 の 樹 脂 な ど で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 樹 脂 部 材 １ ３ ０ の 円 筒 形 状 の 孔 １ ３ ２ と 、 そ の 円 筒 形 状 の 孔 １ ３ ２ に 連 続 し た 円 錐 形 状  
の 孔 １ ３ ３ は 、 最 も 直 径 が 広 い 箇 所 は 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ の キ ャ ッ プ 取 付 部 ２ ２ ０ が  
入 る よ う に 、 直 径 ２ c m 程 度 の サ イ ズ と す る 。 ま た 、 円 錐 形 状 の 孔 １ ３ ３ の 径 が 細 い 箇 所  
（ 細 孔 １ ３ ４ と 接 す る 箇 所 ） は 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ の 点 眼 口 ２ ３ ０ の 先 端 と 接 触 で き  
る 程 度 に 非 常 に 細 い サ イ ズ と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 樹 脂 部 材 １ ３ ０ を 構 成 す る こ と で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０  
０ の 点 眼 口 ２ ３ ０ 側 を 樹 脂 部 材 １ ３ ０ の 孔 １ ３ ２ ， １ ３ ３ に 嵌 め る こ と が で き る 。 図 １ の  
例 で は 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ の キ ャ ッ プ 取 付 部 ２ ２ ０ が 円 筒 形 状 の 孔 １ ３ ２ と 接 触 し 、  
樹 脂 部 材 １ ３ ０ 自 身 の 柔 軟 性 で 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ を 密 着 保 持 す る こ と が 可 能 に な る  
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 但 し 、 図 １ に 示 す よ う に キ ャ ッ プ 取 付 部 ２ ２ ０ が 円 筒 形 状 の 孔 １ ３ ２ と 接 触 す る の は 一  
例 で あ り 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ の 直 径 が 小 さ 場 合 に は 、 キ ャ ッ プ 取 付 部 ２ ２ ０ の 点 眼 口  
２ ３ ０ な ど が 孔 １ ３ ２ ， １ ３ ３ の い ず れ か の 箇 所 と 接 触 す る 場 合 も あ る 。
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　 こ の よ う に 本 例 の 樹 脂 部 材 １ ３ ０ を 配 置 す る こ と で 、 樹 脂 部 材 １ ３ ０ は 、 様 々 な サ イ ズ  
の 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ を 密 着 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 樹 脂 部 材 １ ３ ０ の 段 差 部 １ ３ １ は 、 パ イ プ １ １ ２ の 一 端 部  
１ １ ２ ａ に 接 続 さ れ る 。 パ イ プ １ １ ２ は 、 容 器 １ １ ０ 内 に 配 置 さ れ て 、 他 端 部 １ １ ２ ｂ が  
蓋 １ ２ ０ に 取 り 付 け ら れ た 噴 射 機 構 部 １ ４ ０ か ら 伸 び た 薬 液 吸 い 上 げ 管 １ ４ ４ の 先 端 に 接  
続 さ れ て い る 。 図 １ で は 、 パ イ プ １ １ ２ の 途 中 を Ｕ 字 型 に 曲 げ る こ と で 、 樹 脂 部 材 １ ３ ０  
と 噴 射 機 構 部 １ ４ ０ と を 接 続 し て い る が 、 こ の 図 １ に 示 す 形 状 は 一 例 で あ り 、 パ イ プ １ １  
２ を そ の 他 の 形 状 で 容 器 １ １ ０ の 内 部 に 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 薬 液 吸 い 上 げ 管 １ ４ ４ は 、 突 起 部 材 １ ４ ２ が 下 側 に 押 し 下 げ ら れ る こ と で 気 圧 変 化 を 発  
生 さ せ る 。 そ し て 、 こ の 気 圧 変 化 で 薬 液 吸 い 上 げ 管 １ ４ ４ を 介 し て パ イ プ １ １ ２ に 接 続 さ  
れ た 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ 内 の 薬 液 が 吸 い 出 さ れ 、 吸 い 出 さ れ た 薬 液 が ノ ズ ル １ ４ ３ か ら  
外 部 に 霧 状 に 噴 射 さ れ る 。
　 突 起 部 材 １ ４ ２ は 、 内 部 に 配 置 さ れ た バ ネ （ 不 図 示 ） の 作 用 で 上 側 に 押 し 上 げ ら れ て い  
る が 、 患 者 が バ ネ の 力 に 抗 し て 突 起 部 材 １ ４ ２ の 上 端 １ ４ ２ ａ を 押 し 下 げ る こ と で 、 ノ ズ  
ル １ ４ ３ か ら の 薬 液 （ 点 眼 薬 ） が 霧 状 に 噴 射 さ れ る 。 な お 、 図 示 は 省 略 す る が 、 薬 液 吸 い  
上 げ 管 １ ４ ４ に は 、 薬 液 吸 い 上 げ 管 １ ４ ４ 内 に 吸 い 上 げ ら れ た 薬 液 が パ イ プ １ １ ２ 側 に 逆  
流 す る の を 防 ぐ 部 材 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 突 起 部 材 １ ４ ２ を １ 回 押 し 下 げ た と き の 点 眼 薬 の 噴 射 量 は 、 例 え ば ４ ０ ～ ５ ０ μ m l 程  
度 と し 、 最 大 で も ７ ０ μ m l 程 度 と す る 。
　 ノ ズ ル １ ４ ３ か ら の 点 眼 薬 の 噴 射 角 度 は 狭 い ほ う が 好 ま し い が 、 ３ ０ ° な ど の あ る 程 度  
広 い 角 度 で も よ い 。
　 な お 、 図 示 を 省 略 し て い る が 、 噴 射 機 構 部 １ ４ ０ の 内 部 で 、 突 起 部 材 １ ４ ２ が 下 側 に 押  
し 下 げ ら れ る こ と で 気 圧 変 化 が 発 生 す る 詳 細 な 構 成 に つ い て は 、 ス プ レ ー ボ ト ル な ど と し  
て 既 に 実 用 化 さ れ て い る 様 々 な 構 成 が 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ の 使 用 例 を 示 す 。
　 点 眼 薬 の 投 与 を 受 け る 患 者 Ｕ は 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ が 装 填 さ れ た 点 眼 補 助 具 １ ０ ０  
を 手 に 持 っ て 、 ノ ズ ル １ ４ ３ （ 図 １ 参 照 ） を 患 者 Ｕ の 目 ｅ の 前 に 向 け 、 突 起 部 材 １ ４ ２ を  
押 し 下 げ て 、 点 眼 薬 を 霧 状 に 噴 射 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 患 者 Ｕ の 目 ｅ に は 、 点 眼 薬 を 適 切  
に 投 与 で き る よ う に な る 。 な お 、 図 ２ で は ノ ズ ル １ ４ ３ の 向 き を 図 １ か ら ９ ０ ° 回 転 さ せ  
た 状 態 で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 点 眼 薬 は 、 例 え ば １ 回 の 突 起 部 材 １ ４ ２ を 押 し 下 げ で ４ ０ ～ ５ ０ μ m l 程 度 噴 射 さ せ る  
こ と で 、 目 ｅ の 結 膜 の う 等 の 点 眼 薬 の 効 果 の あ る 部 分 に は ２ ０ μ m l 程 度 の 点 眼 薬 が 到 達  
し 、 適 切 な 量 の 点 眼 薬 の 投 与 が 可 能 に な る 。
　 な お 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ を 使 用 せ ず に 、 通 常 の 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ か ら の 患 者  
の 目 へ の 直 接 の 滴 下 を 行 っ た 場 合 に も 、 点 眼 薬 の 多 く は 目 か ら 溢 れ て し ま い 、 目 の 結 膜 の  
う 等 に 残 る 点 眼 薬 は 多 く て も ２ ０ μ m l 程 度 で あ る 。 し た が っ て 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０  
０ に よ る 投 与 で も 適 切 な 量 の 投 与 が 為 さ れ る と い っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 図 ２ に 示 す 使 用 例 で 判 る よ う に 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ に よ る 投 与 で は 、 患 者 Ｕ  
の 顔 を 上 側 に 向 け る 必 要 が な く 、 楽 な 姿 勢 で 点 眼 薬 の 投 与 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ  
り 、 例 え ば 高 齢 者 や 幼 児 な ど で あ っ て も 、 点 眼 薬 の 投 与 を 極 め て 容 易 に 行 う こ と が で き る  
。
　 ま た 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ は 、 非 常 に 簡 単 な 構 成 で あ る た め 、 比 較 的 安 価 に 製 作 が  
可 能 で あ り 、 薬 局 な ど で 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ と 一 緒 に 患 者 に 配 布 し て 、 使 い 捨 て と す る  
こ と が で き る の で 、 繰 り 返 し 使 用 で 雑 菌 な ど が 混 入 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。 但 し 、  
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殺 菌 な ど が 可 能 で あ れ ば 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ を 繰 り 返 し 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 例 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ 内 で 点 眼 薬 用 ボ  
ト ル ２ ０ ０ の 先 端 を 下 側 に 向 け て 配 置 す る 構 成 と し た が 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ を 吸 い 上  
げ る こ と が 可 能 で あ れ ば 、 パ イ プ １ １ ２ を 直 線 形 状 と し て よ り 短 く し 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２  
０ ０ を 上 側 に 向 け て 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ を 密 着 保 持 す る 樹 脂 部 材 １ ３ ０ は 、 様 々 な 形 状 の 点 眼 薬 用  
ボ ト ル ２ ０ ０ に フ ィ ッ ト さ せ る よ う に し た が 、 孔 １ ３ ２ ， １ ３ ３ の 形 状 を 変 え た 複 数 種 類  
の も の を 用 意 し て 、 よ り 多 く の サ イ ズ の 点 眼 薬 用 ボ ト ル ２ ０ ０ を 密 着 保 持 で き る よ う に し  
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 噴 射 機 構 部 １ ４ ０ に つ い て も 、 突 起 部 材 １ ４ ２ を 押 し 下 げ る こ と で 噴 射 さ れ る 構  
成 と し た が 、 そ の 他 の 形 状 と し て も よ い 。 例 え ば 、 レ バ ー を 配 置 し て 、 レ バ ー を 押 す 操 作  
で 噴 射 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 図 ２ に 示 す 使 用 例 で は 、 人 間 の 患 者 に 投 与 す る 例 を 示 し た が 、 人 間 以 外 に 点 眼  
薬 を 投 与 す る 場 合 に も 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ は 使 用 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ は 、 犬 や 猫 な ど の 動 物 の 目 に 点 眼 薬 を 投 与 す る 場 合 に  
も 適 用 が 可 能 で あ る 。 動 物 の 場 合 、 従 来 の 点 眼 薬 を 投 与 す る 姿 勢 を 動 物 に 取 ら せ る こ と は  
難 し い た め 、 本 例 の 点 眼 補 助 具 １ ０ ０ の 使 用 は 、 動 物 へ の 投 与 に 関 し て も 非 常 に 大 き な 効  
果 が あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ０ ０ … 点 眼 補 助 具 、 １ １ ０ … 容 器 、 １ １ ２ … パ イ プ 、 １ ２ ０ … 蓋 、 １ ３ ０ … 樹 脂 部 材  
、 １ ３ １ … 段 差 部 、 １ ３ ２ ， １ ３ ３ … 孔 、 １ ３ ４ … 細 孔 、 １ ４ ０ … 噴 射 機 構 部 、 １ ４ １ …  
ベ ー ス 部 、 １ ４ ２ … 突 起 部 材 、 １ ４ ２ ａ … 上 端 、 １ ４ ３ … ノ ズ ル 、 １ ４ ４ … 薬 液 吸 い 上 げ  
管 、 ２ ０ ０ … 点 眼 薬 用 ボ ト ル 、 ２ １ ０ … 薬 液 貯 蔵 部 、 ２ ２ ０ … キ ャ ッ プ 取 付 部 、 ２ ３ ０ …  
点 眼 口 、 ２ ３ １ … 細 孔
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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